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写真

住宅、建築物、地域、都市

• カーボンニュートラル
• ウェルビーイング
• ZEB／ZEH
• 熱的快適性
• 室内環境
• 省エネルギー

住宅・建築分野では、建物性能および設備機器の高性能化を中心に省エネルギー化が行われてきた。今後は、住宅・建
築分野においてデジタル技術を省エネルギーや再生可能エネルギーの有効利用にいかに活用するかが重要である。エネ
ルギー供給サイドだけではなく、需要側からも発想することが、ネット・ゼロ実現には必要になる。居住者の快適性や
健康性などのウエルネス性能の向上も両立させるために、以下の3点の研究を行っている。

1. 日本のエネルギー消費量の34%を占める家庭部門、業務その他部門の大幅削減、再生可能エネルギー大量導
入のため、電力と建築を融合した研究開発を行っている。建築の運用時だけでなく、資材調達から廃棄に至る
までホールライフカーボンの削減を中心課題に据え、ZEB（ネット・ゼロ・エネルギービル）やZEH（ネッ
ト・ゼロ・エネルギーハウス）の実証研究を行っている。

2. 住宅やビルは、単にエネルギー消費を最小にする最適化のみでは居住者にとって住み良い環境が損なわれる場
合がある。そのため、エネルギー効率を高めるだけでなく、居住者の快適性・健康性などのウェルビーイング
を向上させる技術に関する研究を行っている。新型コロナウイルス感染症による働き方の変化、住まい方の変
化に柔軟に対応した建築環境計画を推進している。行動変容や気候変動に関するレジリエンス性能の向上に関
しても提案を行っている。

3. ZEH/ZEBなどの省エネルギー性能の検討だけでなく、再生可能エネルギー利用を含めて、面としてエネル
ギー問題を捉え、地域・都市レベルでの課題解決に貢献している。また、地域の環境や社会特性に応じた再生
可能エネルギーの利用や、生活スタイルに応じたエネルギー消費のパターンに応じた地域・都市のネット・ゼ
ロを支援している。さらに農業分野や航空分野の脱炭素に関する研究や政策提言にも取り組んでいる。

被験者実験による快適性・ウェルネスの評価 開成町役場 断面

• ZEH／ZEBの推進と計画
• 熱的快適性とウェルネスに関する研究
• エネルギー予測と環境対策のシナリオ作成
• パーソナル空調による熱的快適性実現
• 空港・農業分野における脱炭素
• 新型コロナウイルスなどの感染症対策

快適性や健康性などのウェルネスを重視した
ゼロ・エネルギーハウス(ZEH)やビル(ZEB)
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